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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 １ 】 　 陽 極 導 出 線 を 有 し 表 面 に 誘 電 体 酸 化 皮 膜 層 を 形 成 し た 弁 作 用 金 属 か ら な
る 陽 極 体 と 、 こ の 陽 極 体 の 誘 電 体 酸 化 皮 膜 層 上 に 形 成 さ れ た 化 学 酸 化 重 合 に よ る 第 １ の 導
電 性 高 分 子 層 と 導 電 性 高 分 子 粉 末 と 結 合 剤 に よ る 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 と か ら な る 少 な く
と も 陽 極 体 の コ ー ナ ー 部 の 厚 み が ５ μ ｍ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ 以 下 の 固 体 電 解 質 層 と し て の 導 電
性 高 分 子 層 と 、 こ の 導 電 性 高 分 子 層 上 に 設 け た 陰 極 層 と 、 上 記 陽 極 導 出 線 お よ び 陰 極 層 に
そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 引 出 し 端 子 と 、 こ の 引 出 し 端 子 の 一 部 を 除 い て 全 体 を 被 っ た 外 装 と か
ら な る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ 。
　 【 請 求 項 ２ 】 　 弁 作 用 金 属 が タ ン タ ル ま た は ア ル ミ ニ ウ ム か ら 選 ば れ る １ 種 類 で あ る 請
求 項 １ に 記 載 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ 。
　 【 請 求 項 ３ 】 　 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 導 電 性 高 分 子 粉 末 の 粒 径 を ０ ． ０ １ μ
ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 未 満 と し た 請 求 項 １ に 記 載 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ 。
　 【 請 求 項 ４ 】 　 陽 極 体 の 誘 電 体 酸 化 皮 膜 上 に 化 学 酸 化 重 合 に よ る プ レ 重 合 膜 層 を 設 け 、
こ の プ レ 重 合 膜 層 上 に 導 電 性 高 分 子 層 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ 。
　 【 請 求 項 ５ 】 　 プ レ 重 合 膜 が 主 と し て 陽 極 体 の 表 面 近 傍 に 形 成 さ れ た ポ ー ラ ス で 凸 凹 の
あ る 導 電 性 高 分 子 層 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ 。
　 【 請 求 項 ６ 】 　 陽 極 導 出 線 を 埋 没 し た 弁 作 用 金 属 粉 末 の 成 形 体 を 焼 結 し て 多 孔 質 体 と し
、 こ の 多 孔 質 体 を 陽 極 酸 化 し て 表 面 に 誘 電 体 酸 化 皮 膜 を 形 成 し て 陽 極 体 と し 、 こ の 陽 極 体
に モ ノ マ ー 溶 液 と 酸 化 剤 溶 液 を 用 い て 化 学 酸 化 重 合 に よ り 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 し
、 そ の 上 に 導 電 性 高 分 子 粉 末 と 結 合 剤 と 溶 媒 か ら な る 被 覆 塗 料 を 塗 布 し て 第 ２ の 導 電 性 高
分 子 層 を 形 成 し て 少 な く と も 上 記 陽 極 体 の コ ー ナ ー 部 の 第 １ と 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 の 合
計 の 厚 み が ５ μ ｍ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ 以 下 と な る よ う に 固 体 電 解 質 と し て の 導 電 性 高 分 子 層 を
形 成 し 、 こ の 導 電 性 高 分 子 層 上 に 陰 極 層 を 形 成 し 、 上 記 陽 極 導 出 線 お よ び 陰 極 層 に そ れ ぞ
れ 引 出 し 端 子 を 接 続 し 、 こ の 引 出 し 端 子 の 一 部 を 除 い て 樹 脂 に よ る 外 装 を 形 成 す る 固 体 電
解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 。
　 【 請 求 項 ７ 】 　 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 被 覆 塗 料 の 粘 度 と し て １ ０ ｃ ｐ ｓ 以 上



の も の を 用 い た 請 求 項 ６ に 記 載 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 。
　 【 請 求 項 】 　 被 覆 塗 料 と し て 導 電 性 高 分 子 粉 末 の 組 成 比 が ５ ｗ ｔ ％ 以 上 の も の を 用 い
た 請 求 項 ７ に 記 載 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 。
　 【 請 求 項 】 　 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を モ ノ マ ー 溶 液 と 酸 化 剤 溶 液 の 混 合 溶 液 に 浸 漬 し
て 化 学 酸 化 重 合 さ せ て 形 成 す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 。
　 【 請 求 項 】 　 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 前 に モ ノ マ ー 溶 液 と 酸 化 剤 溶 液 を 用
い て 化 学 酸 化 重 合 に よ り プ レ 重 合 膜 層 を 形 成 す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の
製 造 方 法 。
　 【 請 求 項 】 　 モ ノ マ ー 溶 液 と 酸 化 剤 溶 液 の 混 合 溶 液 に 導 電 性 高 分 子 粉 末 を ５ ｗ ｔ ％
以 上 添 加 し た も の に 浸 漬 し 、 そ の 後 所 定 の 雰 囲 気 温 度 中 で 所 定 の 時 間 保 持 し て 化 学 酸 化 重
合 さ せ て プ レ 重 合 膜 層 を 形 成 す る 請 求 項 に 記 載 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 。
　 【 請 求 項 】 　 プ レ 重 合 膜 層 を 形 成 す る 混 合 溶 液 に 添 加 す る 導 電 性 高 分 子 粉 末 の 粒 径
が ０ ． ０ １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 に 記 載 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方
法 。
　 【 請 求 項 】 　 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 化 学 酸 化 重 合 の 反 応 速 度 よ り プ レ 重
合 膜 層 を 形 成 す る 化 学 酸 化 重 合 の 反 応 速 度 を 速 く し た 請 求 項 に 記 載 の 固 体 電 解 コ ン デ
ン サ の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 導 電 性 高 分 子 層 を 固 体 電 解 質 と し て 用 い た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ お よ び そ の 製 造
方 法 に 関 す る も の で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 【 従 来 の 技 術 】
　 近 年 、 電 子 機 器 の デ ジ タ ル 化 に と も な い 、 そ れ に 使 用 さ れ る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に 優 れ
た 高 周 波 特 性 が 求 め ら れ て い る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 従 来 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 正 面 図 と そ の 要 部 の 断 面 図 を 図 １ １ （ ａ ） ，
（ ｂ ） に 、 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 断 面 図 を 図 １ ２ に 示 す 。
　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ １ （ ａ ） ， （ ｂ ） に お い て 、 ２ １ は 表 面 に 誘 電 体 酸 化 皮 膜 層 を 形 成 し た タ ン タ ル か
ら な る 陽 極 体 、 ２ ２ は タ ン タ ル か ら な る 陽 極 導 出 線 、 ２ ３ は 陽 極 体 ２ １ の 上 に 形 成 さ れ た
導 電 性 高 分 子 層 で あ る 。 こ こ で 図 示 し な い が 、 陽 極 体 ２ １ は 多 数 の 細 孔 を 有 し た 多 孔 質 体
で あ り 、 誘 電 体 酸 化 皮 膜 層 お よ び 導 電 性 高 分 子 層 ２ ３ は 全 て の 細 孔 表 面 に も 形 成 さ れ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 導 電 性 高 分 子 層 ２ ３ を 固 体 電 解 質 と し て 用 い た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 得 る た
め に 一 般 に 行 わ れ て い る 従 来 に お け る 第 １ の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 は 、 導 電 性 高
分 子 層 ２ ３ が 米 国 特 許 ４ ６ ９ ７ ０ ０ １ 号 公 報 に 示 さ れ る よ う に 、 陽 極 体 ２ １ を モ ノ マ ー 溶
液 と 酸 化 剤 溶 液 に 交 互 に 浸 漬 す る こ と に よ り 得 ら れ 、 先 に 浸 漬 し た 溶 液 例 え ば モ ノ マ ー 溶
液 を 陽 極 体 ２ １ の 内 部 に 含 ま せ 、 他 方 の 溶 液 例 え ば 酸 化 剤 溶 液 に 浸 漬 し 、 陽 極 体 ２ １ の 内
部 に 導 電 性 高 分 子 層 ２ ３ を 重 合 生 成 さ せ て い た 。
　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 従 来 に お け る 第 ２ の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 は 、 特 許 出 願 Ｈ ９ － ３ １ ６ ２
８ ３ 号 に 示 さ れ る よ う に 、 先 に 浸 漬 し た 溶 液 例 え ば モ ノ マ ー 溶 液 を 陽 極 体 ２ １ の 内 部 に 含
ま せ 、 他 方 の 溶 液 例 え ば 酸 化 剤 溶 液 に 浸 漬 す る 際 、 酸 化 剤 溶 液 を 低 温 に し て お き 所 定 時 間
浸 漬 し た 後 引 き 上 げ 低 温 保 持 し て 酸 化 剤 溶 液 を 陽 極 体 ２ １ の 内 部 に 拡 散 さ せ 、 そ の 後 温 度
を 上 昇 し て 反 応 さ せ 、 陽 極 体 ２ １ の 内 部 に 導 電 性 高 分 子 層 ２ ３ を 重 合 生 成 さ せ て い た 。
　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 従 来 に お け る 第 ３ の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 は 、 モ ノ マ ー 溶 液 と 酸 化 剤 溶
液 の 混 合 液 に 陽 極 体 ２ １ を 浸 漬 す る こ と に よ り 、 陽 極 体 ２ １ の 内 部 に 導 電 性 高 分 子 層 ２ ３
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を 重 合 生 成 さ せ て い た 。
　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 に お け る 第 １ お よ び 第 ２ お よ び 第 ３ の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製
造 方 法 で は 、 陽 極 体 ２ １ の コ ー ナ ー 部 ２ ４ の 導 電 性 高 分 子 層 ２ ３ は １ ～ ２ μ ｍ と な っ て お
り 、 化 学 酸 化 重 合 に て 導 電 性 高 分 子 層 ２ ３ を 形 成 し て い る の で 、 陽 極 体 ２ １ の コ ー ナ ー 部
２ ４ 付 近 の 導 電 性 高 分 子 層 ２ ３ が 形 成 さ れ に く い と い う 問 題 を 有 し て お り 、 陽 極 体 ２ １ の
コ ー ナ ー 部 ２ ４ に お け る 導 電 性 高 分 子 層 ２ ３ の 形 成 不 足 に よ る 陽 極 体 ２ １ の 露 出 が 引 き 起
こ す シ ョ ー ト の 一 因 に な っ て い た 。 ま た 、 陽 極 体 ２ １ の 露 出 が な い 場 合 で も 陽 極 体 ２ １ の
コ ー ナ ー 部 ２ ４ の 導 電 性 高 分 子 層 ２ ３ は 薄 い の で 、 誘 電 体 酸 化 皮 膜 が ス ト レ ス を 受 け や す
く な り 、 ス ト レ ス 発 生 時 に 誘 電 体 酸 化 皮 膜 に 欠 陥 が 発 生 し シ ョ ー ト の 一 因 に な っ て い た 。
　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 を 解 決 す る も の で 、 陽 極 体 の コ ー ナ ー 部 を 被 覆 す る こ と に よ り シ ョ
ー ト 不 良 の 少 な い 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 提 供 す る こ と お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ は 、 陽 極 導 出 線 を 有 し 表 面 に 誘
電 体 酸 化 皮 膜 層 を 形 成 し た 弁 作 用 金 属 か ら な る 陽 極 体 と 、 こ の 陽 極 体 の 誘 電 体 酸 化 皮 膜 層
上 に 固 体 電 解 質 層 と し て 形 成 さ れ る 導 電 性 高 分 子 層 と 、 こ の 導 電 性 高 分 子 層 上 に 設 け た 陰
極 層 と 、 上 記 陽 極 導 出 線 お よ び 陰 極 層 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 引 出 し 端 子 と 、 こ の 引 出 し 端
子 の 一 部 を 除 い て 全 体 を 被 っ た 外 装 と か ら な る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お い て 、 前 記 陽 極 体
の コ ー ナ ー 部 の 導 電 性 高 分 子 層 の 厚 み が ５ μ ｍ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ 以 下 に な る よ う に し た も の
で あ る 。
　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 陽 極 体 の コ ー ナ ー 部 を 被 覆 す る こ と に よ り 、 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成
不 足 に よ る 陽 極 体 の 露 出 が 引 き 起 こ す シ ョ ー ト を 防 ぐ こ と が で き る 。 ま た 、 誘 電 体 酸 化 皮
膜 が 外 層 樹 脂 形 成 後 の 乾 燥 な ど に よ る 熱 ス ト レ ス を 受 け に く く な り 、 ス ト レ ス 発 生 時 に 酸
化 皮 膜 の 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 し シ ョ ー ト を 防 ぐ こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 陽 極 導 出 線 を 有 し 表 面 に 誘 電 体 酸 化 皮 膜 層 を 形 成 し
た 弁 作 用 金 属 か ら な る 陽 極 体 と 、 こ の 陽 極 体 の 誘 電 体 酸 化 皮 膜 層 上 に 形 成 さ れ た 化 学 酸 化
重 合 に よ る 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 と 導 電 性 高 分 子 粉 末 と 結 合 剤 に よ る 第 ２ の 導 電 性 高 分 子
層 と か ら な る 少 な く と も 陽 極 体 の コ ー ナ ー 部 の 厚 み が ５ μ ｍ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ 以 下 の 固 体 電
解 質 層 と し て の 導 電 性 高 分 子 層 と 、 こ の 導 電 性 高 分 子 層 上 に 設 け た 陰 極 層 と 、 上 記 陽 極 導
出 線 お よ び 陰 極 層 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 引 出 し 端 子 と 、 こ の 引 出 し 端 子 の 一 部 を 除 い て 全
体 を 被 っ た 外 装 と か ら な る よ う に し た も の で あ り 、 コ ー ナ ー 部 の 導 電 性 高 分 子 層 の 厚 み が
５ μ ｍ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ 以 下 に な る よ う に す る と 、 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成 不 足 に よ る 陽 極 体
の 露 出 が な く な り 、 ス ト レ ス に 対 し て も 酸 化 皮 膜 の 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 で き る の で シ ョ ー ト
を 防 ぐ こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 弁 作 用 金 属 が タ ン タ ル ま た は ア ル ミ ニ ウ ム か ら 選 ば れ る も の
で あ り 、 弁 作 用 金 属 が タ ン タ ル ま た は ア ル ミ ニ ウ ム で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 導 電 性 高 分 子 粉 末 の 粒 径 を
０ ． ０ １ μ ｍ 以 上 μ ｍ 未 満 と し た も の で あ り 、 ０ ． ０ １ μ ｍ 未 満 の 粒 径 で あ れ ば 厚 み
が 不 足 し 、 μ ｍ 以 上 で あ れ ば ポ ー ラ ス な 膜 に な り 、 陽 極 体 露 出 に よ る シ ョ ー ト を 低 減
し に く い の で 、 ０ ． ０ １ μ ｍ 以 上 μ ｍ 未 満 の 粒 径 が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 導 電 性 高
分 子 層 の 形 成 不 足 に よ る 陽 極 体 の 露 出 が な く な り 、 ス ト レ ス に 対 し て も 誘 電 体 酸 化 皮 膜 の
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欠 陥 の 発 生 を 抑 制 で き る の で シ ョ ー ト を 防 ぐ こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 陽 極 体 の 誘 電 体 酸 化 皮 膜 上 に 化 学 酸 化 重 合 に よ る プ レ 重 合 膜
層 を 設 け 、 こ の プ レ 重 合 膜 層 上 に 導 電 性 高 分 子 層 を 有 す る も の で あ り 、 第 ２ の 導 電 性 高 分
子 層 を 形 成 し や す く す る こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 プ レ 重 合 膜 が 主 と し て 陽 極 体 の 表 面 近 傍 に 形 成 さ れ た ポ ー ラ
ス で 凸 凹 の あ る 導 電 性 高 分 子 層 で あ り 、 導 電 性 高 分 子 層 を 陽 極 体 の 内 部 に 形 成 す る 前 に 、
陽 極 体 の 表 面 近 傍 に プ レ 重 合 膜 層 を ポ ー ラ ス に か つ 凸 凹 に 形 成 す る こ と に よ り 容 易 に 第 ２
の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 陽 極 導 出 線 を 埋 没 し た 弁 作 用 金 属 粉 末 の 成 形 体 を 焼 結 し て 多
孔 質 体 と し 、 こ の 多 孔 質 体 を 陽 極 酸 化 し て 表 面 に 誘 電 体 酸 化 皮 膜 を 形 成 し て 陽 極 体 と し 、
こ の 陽 極 体 に モ ノ マ ー 溶 液 と 酸 化 剤 溶 液 を 用 い て 化 学 酸 化 重 合 に よ り 第 １ の 導 電 性 高 分 子
層 を 形 成 し 、 そ の 上 に 導 電 性 高 分 子 粉 末 と 結 合 剤 と 溶 媒 か ら な る 被 覆 塗 料 を 塗 布 し て 第 ２
の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 し て 少 な く と も 上 記 陽 極 体 の コ ー ナ ー 部 の 第 １ と 第 ２ の 導 電 性 高
分 子 層 の 合 計 の 厚 み が ５ μ ｍ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ 以 下 と な る よ う に 固 体 電 解 質 と し て の 導 電 性
高 分 子 層 を 形 成 し 、 こ の 導 電 性 高 分 子 層 上 に 陰 極 層 を 形 成 し 、 上 記 陽 極 導 出 線 お よ び 陰 極
層 に そ れ ぞ れ 引 出 し 端 子 を 接 続 し 、 こ の 引 出 し 端 子 の 一 部 を 除 い て 樹 脂 に よ る 外 装 を 形 成
す る も の で あ り 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を 陽 極 体 内 部 に 形 成 し 、 そ の 後 第 ２ の 導 電 性 高 分
子 層 を 陽 極 体 の 表 面 近 傍 に 形 成 す る こ と に よ り コ ー ナ ー 部 の 被 覆 が で き る た め 、 導 電 性 高
分 子 層 の 形 成 不 足 に よ る 陽 極 体 の 露 出 が な く な り 、 ス ト レ ス に 対 し て も 誘 電 体 酸 化 皮 膜 の
欠 陥 の 発 生 を 抑 制 で き る の で シ ョ ー ト を 防 ぐ こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 被 覆 塗 料 の 粘 度 と し て １ ０
ｃ ｐ ｓ 以 上 の も の を 用 い た も の で あ り 、 被 覆 塗 料 の 粘 度 が １ ０ ｃ ｐ ｓ 未 満 で あ れ ば 、 導 電
性 高 分 子 層 の 形 成 不 足 に な り 、 陽 極 体 の 露 出 に よ る シ ョ ー ト を 低 減 し に く い の で 、 １ ０ ｃ
ｐ ｓ 以 上 の 粘 度 が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成 不 足 に よ る 陽 極 体 の 露 出
が な く な り 、 ス ト レ ス に 対 し て も 誘 電 体 酸 化 皮 膜 の 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 で き る の で シ ョ ー ト
を 防 ぐ こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 被 覆 塗 料 と し て 導 電 性 高 分 子 粉 末 の 組 成 比 を ５ ｗ ｔ ％ 以 上 の
も の を 用 い た も の で あ り 、 ５ ｗ ｔ ％ 未 満 で あ れ ば 、 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成 不 足 に な り 、 陽
極 体 の 露 出 に よ る シ ョ ー ト を 低 減 し に く い の で 、 ５ ｗ ｔ ％ 以 上 の 組 成 比 が 好 ま し い 。 こ れ
に よ り 、 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成 不 足 に よ る 陽 極 体 の 露 出 が な く な り 、 ス ト レ ス に 対 し て も
誘 電 体 酸 化 皮 膜 の 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 で き る の で シ ョ ー ト を 防 ぐ こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を モ ノ マ ー 溶 液 と 酸 化 剤 溶 液 の 混 合 溶
液 に 浸 漬 し て 化 学 酸 化 重 合 さ せ て 形 成 す る も の で あ り 、 こ の よ う に 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成
す る こ と に よ り コ ー ナ ー 部 の 被 覆 が で き る た め 、 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成 不 足 に よ る 陽 極 体
の 露 出 が な く な り 、 ス ト レ ス に 対 し て も 誘 電 体 酸 化 皮 膜 の 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 で き る の で シ
ョ ー ト を 防 ぐ こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 前 に モ ノ マ ー 溶 液 と 酸 化
剤 溶 液 を 用 い て 化 学 酸 化 重 合 に よ り プ レ 重 合 膜 層 を 形 成 す る も の で あ り 、 陽 極 体 の 表 面 近
傍 に プ レ 重 合 膜 層 を ポ ー ラ ス に か つ 凸 凹 に 形 成 す る こ と に よ り 容 易 に 第 ２ の 導 電 性 高 分 子
層 を 形 成 す る こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 モ ノ マ ー 溶 液 と 酸 化 剤 溶 液 の 混 合 溶 液 に 導 電 性 高 分 子 粉 末
を ５ ｗ ｔ ％ 以 上 添 加 し た も の に 浸 漬 し 、 そ の 後 所 定 の 雰 囲 気 温 度 中 で 所 定 の 時 間 保 持 し て
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化 学 酸 化 重 合 さ せ て プ レ 重 合 膜 層 を 形 成 す る も の で あ り 、 陽 極 体 の 表 面 近 傍 に プ レ 重 合 膜
層 を よ り 凸 凹 に 形 成 す る こ と が で き 、 よ り 効 果 的 に 容 易 に 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す
る こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 プ レ 重 合 膜 層 を 形 成 す る 混 合 溶 液 に 添 加 す る 導 電 性 高 分 子
粉 末 の 粒 径 が ０ ． ０ １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、 陽 極 体 の 表 面 近 傍 に プ レ 重 合 膜 層 を
よ り 凸 凹 に 形 成 す る こ と が で き 、 よ り 効 果 的 に 容 易 に 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る こ
と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 化 学 酸 化 重 合 の 反 応 速 度
よ り プ レ 重 合 膜 層 を 形 成 す る 化 学 酸 化 重 合 の 反 応 速 度 を 速 く し た も の で あ り 、 プ レ 重 合 膜
層 を 形 成 す る 化 学 酸 化 重 合 の 反 応 速 度 を 速 く す る こ と で 、 よ り 陽 極 体 の 表 面 近 傍 に ポ ー ラ
ス に 、 か つ 凸 凹 に 形 成 す る こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 質 コ ン デ ン サ の 製 造
方 法 の 要 部 を 説 明 す る 図 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ （ ａ ） ～ （ ｄ ） に お い て 、 １ は 陽 極 体 、 ２ は 陽 極 体 １ か ら 導 出 さ れ た タ ン タ ル か ら
な る 陽 極 導 出 線 、 ３ は モ ノ マ ー 溶 液 、 ４ は 酸 化 剤 溶 液 、 ５ は 被 覆 塗 料 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 は 、 図 １ （ ａ ） に 示
す よ う に タ ン タ ル か ら な る 陽 極 導 出 線 ２ に タ ン タ ル 粉 末 を 所 定 の 形 状 に プ レ ス 成 形 後 、 焼
成 し て １ ． ４ ｍ ｍ × ３ ． ０ ｍ ｍ × ３ ． ８ ｍ ｍ の 多 孔 質 体 を 形 成 し 、 リ ン 酸 水 溶 液 中 に お い
て 印 加 電 圧 ３ ０ ｖ で 陽 極 酸 化 し て 多 孔 質 体 の 表 面 に 誘 電 体 酸 化 皮 膜 層 を 形 成 し て 陽 極 体 １
を 得 る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に ５ ℃ に 保 持 し た モ ノ マ ー 溶 液 ３ に 誘 電 体 酸 化 皮 膜 層 を 形 成
し た 陽 極 体 １ を 浸 漬 し 、 ５ 分 後 に 引 き 上 げ る 。 そ の 後 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に ２ ５ ℃ に
保 持 し た 酸 化 剤 溶 液 ４ に １ ０ 分 間 浸 漬 し 、 化 学 酸 化 重 合 反 応 さ せ る 。 そ の 後 ８ ０ ℃ の 純 水
で 洗 浄 し 、 １ ０ ５ ℃ で ５ 分 間 乾 燥 す る 。 以 上 の 操 作 を ８ 回 繰 り 返 し 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子
層 を 形 成 す る 。 次 に 図 １ （ ｄ ） に 示 す よ う に 被 覆 塗 料 ５ に 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 し
た 陽 極 体 １ を 浸 漬 し 、 そ の 後 １ ０ ５ ℃ で ５ 分 間 乾 燥 す る 。 以 上 の 操 作 で 第 ２ の 導 電 性 高 分
子 層 を 形 成 す る 。
　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 比 較 と し て 第 １ の 従 来 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 を 示 す 。 誘 電 体 酸
化 皮 膜 層 を 形 成 す る ま で は 、 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ 、 導 電 性 高
分 子 層 は 、 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 と 同 様 に 形 成 す る 。
　 　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 の よ う に し て 得 ら れ た 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 の 正 面 図
と そ の 要 部 の 断 面 図 を 図 ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す 。 コ ン デ ン サ 素 子 の コ ー ナ ー 部 １ ５ は 化
学 酸 化 重 合 の 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 ６ お よ び 導 電 性 高 分 子 粉 末 か ら な る 第 ２ の 導 電 性 高 分
子 層 ７ に よ り 被 覆 さ れ 、 厚 み は １ ５ μ ｍ で あ っ た 。
　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 お よ び 第 １ の 従 来 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 を 図 ３ に 示
す よ う に 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 ６ 、 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 ７ か ら な る 固 体 電 解 質 層 上 に カ
ー ボ ン 層 ８ 、 銀 塗 料 層 ９ か ら な る 陰 極 層 を 形 成 し 、 引 出 し 端 子 １ ０ お よ び １ １ を 設 け 、 樹
脂 １ ２ で 外 装 し て 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 得 、 シ ョ ー ト の 発 生 率 の 測 定 を 行 っ た 。
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　 　 【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ の 結 果 、 第 １ の 従 来 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ が シ ョ ー ト 発 生 率 が ２ ０ ％ で あ る の
に 対 し て 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で 得 ら れ た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ は 、 シ ョ ー ト 発 生 率
が ４ ％ で あ っ た 。
　 　 【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 製 造 方 法 は 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 ６ を 素 子 内
部 に 形 成 し 、 そ の 後 被 覆 塗 料 に て 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 ７ を 素 子 表 面 近 傍 に 形 成 す る こ と
に よ り 、 陽 極 体 １ の コ ー ナ ー 部 １ ５ を 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 ６ お よ び 第 ２ の 導 電 性 高 分 子
層 ７ で 被 覆 で き る た め 、 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成 不 足 に よ る 陽 極 体 １ の 露 出 が な く な り 、 ス
ト レ ス に 対 し て も 誘 電 体 酸 化 皮 膜 の 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 で き る の で シ ョ ー ト 発 生 率 を 低 減 す
る こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 お よ び 従 来 の モ ノ マ ー 溶 液 は 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー
ル を １ ０ ｖ ｏ ｌ ％ 含 有 す る 水 溶 液 に モ ノ マ ー と し て ピ ロ ー ル を １ ． ０ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ と な る よ
う に 溶 解 さ せ 、 酸 化 剤 溶 液 は 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル を １ ０ ｖ ｏ ｌ ％ 含 有 す る 水 溶 液 に
酸 化 剤 と し て 硫 酸 第 二 鉄 を ０ ． ２ ５ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ 、 ド ー パ ン ト と し て ア ル キ ル ナ フ タ レ ン ス
ル ホ ン 酸 イ オ ン を Ｎ ａ 塩 の 形 で ０ ． ０ ３ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ と な る よ う に 溶 解 さ せ た 。 ま た 、 モ ノ
マ ー は 、 ピ ロ ー ル に 限 ら れ る も の で は な く 、 酸 化 剤 も 硫 酸 第 二 鉄 に 限 ら れ る も の で は な い
。
　 　 【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 被 覆 塗 料 は 、 導 電 性 高 分 子 粉 末 と し て 粒 径 ０ ． １ ～
１ μ ｍ の ポ リ ピ ロ ー ル 粉 末 ２ ０ ｗ ｔ ％ と 結 合 剤 と 溶 媒 中 に 分 散 し て お り 、 そ の と き の 粘 度
が １ ５ ０ ｃ ｐ ｓ で あ る 。 ま た 、 導 電 性 高 分 子 粉 末 は ポ リ ピ ロ ー ル に 限 ら れ る も の で は な く
、 粒 径 も ０ ． ０ １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 未 満 で あ れ ば 良 く 、 導 電 性 高 分 子 粉 末 の 組 成 比 も ５ ｗ
ｔ ％ 以 上 で 良 く 、 粘 度 も １ ０ ｃ ｐ ｓ 以 上 で あ れ ば 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 被 覆 塗 料 は 、 浸 漬 に よ り 塗 布 し た が こ れ に 限 ら れ る
も の で は な く 、 デ ィ ス ペ ン サ ま た は 噴 霧 に よ り 塗 布 し て も 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 ６ の 形 成 に は モ ノ マ ー 溶
液 を ５ ℃ 、 酸 化 剤 溶 液 を ２ ５ ℃ に な る よ う に し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。
　 　 【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 ６ を 形 成 す る 際 モ ノ マ ー
溶 液 に 浸 漬 し た 後 酸 化 剤 溶 液 に 浸 漬 し た 場 合 に つ い て 述 べ た が 、 酸 化 剤 溶 液 に 浸 漬 し た 後
モ ノ マ ー 溶 液 に 浸 漬 し た 場 合 で あ っ て も 同 様 の 作 用 と 効 果 を 有 す る こ と は い う ま で も な い
。
　 　 【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 弁 作 用 金 属 を タ ン タ ル と し た が 、 ア ル ミ ニ ウ ム
で あ っ て も 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｆ ） は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 質 コ ン デ ン サ の 製 造
方 法 の 要 部 を 説 明 す る 図 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｆ ） 中 に お い て 、 図 １ と 同 一 の も の に つ い て は 同 一 の 符 号 を 示 し て あ る
。
　 　 【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 は 、 誘 電 体 酸 化 皮 膜
を 形 成 す る ま で は 、 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ る 。 次 に 図 ４ （ ｂ ）
に 示 す よ う に ５ ℃ に 保 持 し て モ ノ マ ー 溶 液 ３ に 誘 電 体 酸 化 皮 膜 層 を 形 成 し た 陽 極 体 １ を 浸
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漬 し 、 ５ 分 後 に 引 き 上 げ る 。 そ の 後 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に ５ ℃ に 保 持 し た 酸 化 剤 溶 液
４ に 浸 漬 し 、 １ ０ 秒 後 引 き 上 げ 、 図 ４ （ ｄ ） に 示 す よ う に ５ ℃ の 雰 囲 気 中 に ５ 分 間 保 持 す
る 。 図 ４ （ ｃ ） お よ び （ ｄ ） に 示 す 酸 化 剤 溶 液 ４ に 浸 漬 す る 一 連 の 操 作 を ４ 回 繰 り 返 し 、
そ の 後 図 ４ （ ｅ ） に 示 す よ う に ３ ０ ℃ の 雰 囲 気 中 に １ ０ 分 間 保 持 し 、 化 学 酸 化 重 合 反 応 さ
せ る 。 そ の 後 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形
成 す る 。 次 に 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形
成 す る 。
　 　 【 ０ ０ ４ ４ 】
　 一 方 、 比 較 と し て 第 ２ の 従 来 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 を 示 す 。 誘 電 体 酸
化 皮 膜 層 を 形 成 す る ま で は 、 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ 、 導 電 性 高
分 子 層 は 、 上 記 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 と 同 様 に 形 成 す る 。
　 　 【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 得 ら れ た 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 の コ ー ナ ー 部 は 化 学 酸
化 重 合 の 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 お よ び 導 電 性 高 分 子 粉 末 か ら な る 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 に
よ り 被 覆 さ れ 、 厚 み は １ ３ μ ｍ で あ っ た 。
　 　 【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 お よ び 第 ２ の 従 来 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 は 本 発 明 の
第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 な 方 法 で 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 得 、 シ ョ ー ト の 発 生 率 の 測 定 を 行
っ た 。
　 　 【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ の 結 果 、 第 ２ の 従 来 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ が シ ョ ー ト 発 生 率 が ２ ０ ％ で あ る の
に 対 し て 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で 得 ら れ た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ は シ ョ ー ト 発 生 率 が
５ ％ で あ っ た 。
　 　 【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 製 造 方 法 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様
の 作 用 と 効 果 が あ る 。
　 　 【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の モ ノ マ ー 溶 液 お よ び 酸 化 剤 溶 液 は 、 本 発 明 の 第 １ の
実 施 の 形 態 と 同 様 の 液 組 成 で あ る 。 ま た 、 モ ノ マ ー は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 ピ
ロ ー ル に 限 ら れ る も の で は な く 、 酸 化 剤 も 硫 酸 第 二 鉄 に 限 ら れ る も の で は な い 。
　 　 【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 被 覆 塗 料 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 組
成 比 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 導 電 性 高 分 子 粉 末 は ポ リ ピ ロ ー ル に
限 ら れ る も の で は な く 、 粒 径 も ０ ． ０ １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 未 満 で あ れ ば 良 く 、 導 電 性 高 分
子 粉 末 の 組 成 比 も ５ ｗ ｔ ％ 以 上 で 良 く 、 粘 度 も １ ０ ｃ ｐ ｓ 以 上 で あ れ ば 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 被 覆 塗 料 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 塗
布 方 法 で あ る 。 ま た 、 浸 漬 に よ り 塗 布 し た が こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 デ ィ ス ペ ン サ
ま た は 噴 霧 に よ り 塗 布 し て も 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成 に は モ ノ マ ー 溶 液
お よ び 酸 化 剤 溶 液 を ５ ℃ 、 雰 囲 気 温 度 を ３ ０ ℃ に な る よ う に し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の
で は な い 。
　 　 【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 際 モ ノ マ ー 溶
液 に 浸 漬 し た 後 酸 化 剤 溶 液 に 浸 漬 し た 場 合 に つ い て 述 べ た が 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態
と 同 様 酸 化 剤 溶 液 に 浸 漬 し た 後 モ ノ マ ー 溶 液 に 浸 漬 し た 場 合 で あ っ て も 同 様 の 作 用 と 効 果
を 有 す る こ と は い う ま で も な い 。
　 　 【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 弁 作 用 金 属 を タ ン タ ル と し た が 、 本 発 明 の 第 １
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の 実 施 の 形 態 と 同 様 ア ル ミ ニ ウ ム で あ っ て も 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 ５ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 質 コ ン デ ン サ の 製 造
方 法 の 要 部 を 説 明 す る 図 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ５ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に お い て 、 １ ３ は 混 合 溶 液 、 そ の 他 図 １ と 同 一 の も の に つ い て は 同
一 の 符 号 を 示 し て あ る 。
　 　 【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 は 、 誘 電 体 酸 化 皮 膜
を 形 成 す る ま で は 、 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ る 。 次 に 図 ５ （ ｂ ）
に 示 す よ う に １ ０ ℃ に 保 持 し て モ ノ マ ー 溶 液 と 酸 化 剤 溶 液 の 混 合 溶 液 １ ３ に 誘 電 体 酸 化 皮
膜 層 を 形 成 し た 陽 極 体 １ を 浸 漬 し 、 ２ ０ 分 後 に 引 き 上 げ る 以 外 は 、 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実
施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 。 次 に 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実
施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 。
　 　 【 ０ ０ ５ ８ 】
　 一 方 、 比 較 と し て 第 ３ の 従 来 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 を 示 す 。 誘 電 体 酸
化 皮 膜 層 を 形 成 す る ま で は 、 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ 、 導 電 性 高
分 子 層 は 、 上 記 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 と 同 様 に 形 成 す る 。
　 　 【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 記 の よ う に し て 得 ら れ た 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 の コ ー ナ
ー 部 は 化 学 酸 化 重 合 の 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 お よ び 導 電 性 高 分 子 粉 末 か ら な る 第 ２ の 導 電
性 高 分 子 層 に よ り 被 覆 さ れ 、 厚 み は １ ２ μ ｍ で あ っ た 。
　 　 【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 お よ び 第 ３ の 従 来 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 は 、 本 発 明
の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 な 方 法 で 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 得 、 シ ョ ー ト の 発 生 率 の 測 定 を
行 っ た 。 そ の 結 果 、 第 ３ の 従 来 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ が シ ョ ー ト 発 生 率 が ２ ２ ％ で
あ る の に 対 し て 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 で 得 ら れ た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ は 、 シ ョ ー ト
発 生 率 が ６ ％ で あ っ た 。
　 　 【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 製 造 方 法 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様
の 作 用 と 効 果 が あ る 。
　 　 【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 混 合 液 と し て の モ ノ マ ー 溶 液 お よ び 酸 化 剤 溶 液 は 、
本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 液 組 成 で あ る 。 ま た 、 モ ノ マ ー は 、 本 発 明 の 第 １ の 実
施 の 形 態 と 同 様 ピ ロ ー ル に 限 ら れ る も の で は な く 、 酸 化 剤 も 硫 酸 第 二 鉄 に 限 ら れ る も の で
は な い 。
　 　 【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 被 覆 塗 料 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 組
成 比 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 導 電 性 高 分 子 粉 末 は ポ リ ピ ロ ー ル に
限 ら れ る も の で は な く 、 粒 径 も ０ ． ０ １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 未 満 で あ れ ば 良 く 、 導 電 性 高 分
子 粉 末 の 組 成 比 も ５ ｗ ｔ ％ 以 上 で 良 く 、 粘 度 も １ ０ ｃ ｐ ｓ 以 上 で あ れ ば 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 被 覆 塗 料 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 塗
布 方 法 で あ る 。 ま た 、 浸 漬 に よ り 塗 布 し た が こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 デ ィ ス ペ ン サ
ま た は 噴 霧 に よ り 塗 布 し て も 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成 に は 混 合 溶 液 を １
０ ℃ に な る よ う に し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。
　 　 【 ０ ０ ６ ６ 】
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　 ま た 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 弁 作 用 金 属 を タ ン タ ル と し た が 、 本 発 明 の 第 １
の 実 施 の 形 態 と 同 様 ア ル ミ ニ ウ ム で あ っ て も 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ６ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 図 ６ （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 質 コ ン デ ン サ の 製 造
方 法 の 要 部 を 説 明 す る 図 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ６ （ ａ ） ～ （ ｄ ） に お い て 、 １ ３ は 混 合 溶 液 、 そ の 他 図 １ と 同 一 の も の に つ い て は 同
一 の 符 号 を 示 し て あ る 。
　 　 【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 は 、 誘 電 体 酸 化 皮 膜
を 形 成 す る ま で は 、 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ る 。 次 に 図 ６ （ ｂ ）
に 示 す よ う に １ ０ ℃ に 保 持 し て モ ノ マ ー 溶 液 と 酸 化 剤 溶 液 の 混 合 溶 液 １ ３ に 誘 電 体 酸 化 皮
膜 層 を 形 成 し た 陽 極 体 １ を 浸 漬 し 、 ５ 分 後 に 引 き 上 げ る 。 そ の 後 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に
３ ０ ℃ の 雰 囲 気 中 に １ ０ 分 間 保 持 し て 化 学 酸 化 重 合 さ せ る 。 そ の 後 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実
施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 。 次 に 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実
施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 。
　 　 【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 記 の よ う に し て 得 ら れ た 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 の コ ー ナ
ー 部 は 化 学 酸 化 重 合 の 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 お よ び 導 電 性 高 分 子 粉 末 か ら な る 第 ２ の 導 電
性 高 分 子 層 に よ り 被 覆 さ れ 、 厚 み は １ ２ μ ｍ で あ っ た 。
　 　 【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形
態 と 同 様 な 方 法 で 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 得 、 シ ョ ー ト の 発 生 率 の 測 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果
、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 で 得 ら れ た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ は シ ョ ー ト 発 生 率 が ５ ％ で あ
っ た 。
　 　 【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 製 造 方 法 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様
の 作 用 と 効 果 が あ る 。
　 　 【 ０ ０ ７ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 の モ ノ マ ー 溶 液 お よ び 酸 化 剤 溶 液 は 、 本 発 明 の 第 １ の
実 施 の 形 態 と 同 様 の 液 組 成 で あ る 。 ま た 、 モ ノ マ ー は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様
ピ ロ ー ル に 限 ら れ る も の で は な く 、 酸 化 剤 も 硫 酸 第 二 鉄 に 限 ら れ る も の で は な い 。
　 　 【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 被 覆 塗 料 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 組
成 比 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 導 電 性 高 分 子 粉 末 は ポ リ ピ ロ ー ル に
限 ら れ る も の で は な く 、 粒 径 も ０ ． ０ １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 未 満 で あ れ ば 良 く 、 導 電 性 高 分
子 粉 末 の 組 成 比 も ５ ｗ ｔ ％ 以 上 で 良 く 、 粘 度 も １ ０ ｃ ｐ ｓ 以 上 で あ れ ば 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 被 覆 塗 料 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 塗
布 方 法 で あ る 。 ま た 、 浸 漬 に よ り 塗 布 し た が こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 デ ィ ス ペ ン サ
ま た は 噴 霧 に よ り 塗 布 し て も 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成 に は 混 合 溶 液 を １
０ ℃ 、 雰 囲 気 温 度 を ３ ０ ℃ に な る よ う に し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。
　 　 【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 で は 、 弁 作 用 金 属 を タ ン タ ル と し た が 、 本 発 明 の 第 １
の 実 施 の 形 態 と 同 様 ア ル ミ ニ ウ ム で あ っ て も 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ７ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ５ ）
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　 図 ７ （ ａ ） ～ （ ｆ ） は 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 質 コ ン デ ン サ の 製 造
方 法 の 要 部 を 説 明 す る 図 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ７ （ ａ ） ～ （ ｆ ） に お い て 、 図 １ と 同 一 の も の に つ い て は 同 一 の 符 号 を 示 し て あ る 。
　 　 【 ０ ０ ８ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 は 、 誘 電 体 酸 化 皮 膜
層 を 形 成 す る ま で は 、 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ る 。 次 に 図 ７ （ ｂ
） に 示 す よ う に ５ ℃ に 保 持 し た モ ノ マ ー 溶 液 ３ に 誘 電 体 酸 化 皮 膜 層 を 形 成 し た 陽 極 体 １ を
浸 漬 し 、 ５ 分 後 に 引 き 上 げ る 。 そ の 後 、 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ う に ４ ０ ℃ に 保 持 し た 酸 化 剤
溶 液 ４ に １ ０ 分 間 浸 漬 し 、 化 学 酸 化 重 合 反 応 さ せ る 。 そ の 後 ８ ０ ℃ の 純 水 で 洗 浄 し 、 １ ０
５ ℃ で ５ 分 間 乾 燥 す る 。 以 上 の 操 作 を ２ 回 繰 り 返 し 、 プ レ 重 合 膜 層 を 形 成 す る 。 次 に 上 記
本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ 、 第 １ お よ び 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す
る 。
　 　 【 ０ ０ ８ １ 】
　 上 記 の よ う に し て 得 ら れ た 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 の 正 面 図
と 断 面 図 を 図 ８ に 示 す 。 コ ン デ ン サ 素 子 の コ ー ナ ー 部 １ ５ は 化 学 酸 化 重 合 の プ レ 重 合 膜 層
１ ４ お よ び 化 学 酸 化 重 合 の 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 ６ お よ び 導 電 性 高 分 子 粉 末 か ら な る 第 ２
の 導 電 性 高 分 子 層 ７ に よ り 被 覆 さ れ 、 厚 み は １ ９ μ ｍ で あ っ た 。
　 　 【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形
態 と 同 様 な 方 法 で 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 得 、 シ ョ ー ト の 発 生 率 の 測 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果
、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 で 得 ら れ た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ は シ ョ ー ト 発 生 率 が ３ ％ で あ
っ た 。
　 　 【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 製 造 方 法 は 、 プ レ 重 合 膜 層 １ ４ を ま ず 陽 極 体 １
の 表 面 近 傍 に ポ ー ラ ス に 、 か つ 凸 凹 状 に 形 成 し 、 導 電 性 高 分 子 層 の 被 覆 性 を 向 上 さ せ 、 第
２ の 導 電 性 高 分 子 層 を 素 子 表 面 に 形 成 し や す く し て い る 。 こ れ に よ り 、 そ の 後 第 １ お よ び
第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 ６ ， ７ を 形 成 し た と き 陽 極 体 １ の コ ー ナ ー 部 １ ５ を 本 発 明 の 第 １ の
実 施 の 形 態 よ り 厚 く 被 覆 で き る た め 、 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成 不 足 に よ る 陽 極 体 １ の 露 出 が
な く な り 、 ス ト レ ス に 対 し て も 誘 電 体 酸 化 皮 膜 の 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 で き る の で よ り 効 果 的
に シ ョ ー ト 発 生 率 を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ ８ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の モ ノ マ ー 溶 液 お よ び 酸 化 剤 溶 液 は 、 本 発 明 の 第 １ の
実 施 の 形 態 と 同 様 の 液 組 成 で あ る 。 ま た 、 モ ノ マ ー は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様
ピ ロ ー ル に 限 ら れ る も の で は な く 、 酸 化 剤 も 硫 酸 第 二 鉄 に 限 ら れ る も の で は な い 。
　 　 【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 被 覆 塗 料 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 組
成 比 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 導 電 性 高 分 子 粉 末 は ポ リ ピ ロ ー ル に
限 ら れ る も の で は な く 、 粒 径 も ０ ． ０ １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 未 満 で あ れ ば 良 く 、 導 電 性 高 分
子 粉 末 の 組 成 比 も ５ ｗ ｔ ％ 以 上 で 良 く 、 粘 度 も １ ０ ｃ ｐ ｓ 以 上 で あ れ ば 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 被 覆 塗 料 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 塗
布 方 法 で あ る 。 ま た 、 浸 漬 に よ り 塗 布 し た が こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 デ ィ ス ペ ン サ
ま た は 噴 霧 に よ り 塗 布 し て も 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 で は 、 反 応 速 度 を 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 ６ を 形 成 す る
反 応 速 度 よ り も 速 く す る た め に 、 プ レ 重 合 膜 層 １ ４ を 形 成 す る 酸 化 剤 溶 液 ４ の 温 度 を 第 １
の 導 電 性 高 分 子 層 ６ を 形 成 す る 酸 化 剤 溶 液 ４ の 温 度 よ り も 上 昇 し た が 、 モ ノ マ ー 溶 液 ３ を
上 昇 し て も 良 い 。 ま た 、 モ ノ マ ー 溶 液 ３ と 酸 化 剤 溶 液 ４ の 両 方 の 温 度 を 上 昇 し て も 良 い 。
さ ら に モ ノ マ ー 溶 液 ３ の モ ノ マ ー 濃 度 、 も し く は 酸 化 剤 溶 液 ４ の 酸 化 剤 濃 度 を 上 昇 し て も
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良 い 。 ま た 、 モ ノ マ ー 溶 液 ３ の モ ノ マ ー 濃 度 お よ び 酸 化 剤 溶 液 ４ の 酸 化 剤 濃 度 を 上 昇 し て
も 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 で は 、 プ レ 重 合 膜 層 １ ４ の 形 成 に は モ ノ マ ー 溶 液 ３ を
５ ℃ 、 酸 化 剤 溶 液 ４ を ４ ０ ℃ に な る よ う に し 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 ６ の 形 成 に は モ ノ マ
ー 溶 液 ３ を ５ ℃ 、 酸 化 剤 溶 液 ４ を ２ ５ ℃ に な る よ う に し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な
い 。
　 　 【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 ６ ， ７ を 形 成
す る に 当 た り 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 方 法 を 採 用 し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の
で な く 、 本 発 明 の 第 ２ か ら 第 ４ の 実 施 の 形 態 の い ず れ か を 採 用 し て も 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 で は 、 プ レ 重 合 膜 層 １ ４ お よ び 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層
６ を 形 成 す る 際 モ ノ マ ー 溶 液 ３ に 浸 漬 し た 後 酸 化 剤 溶 液 ４ に 浸 漬 し た 場 合 に つ い て 述 べ た
が 、 酸 化 剤 溶 液 ４ に 浸 漬 し た 後 モ ノ マ ー 溶 液 ３ に 浸 漬 し た 場 合 で あ っ て も 同 様 の 作 用 と 効
果 を 有 す る こ と は い う ま で も な い 。
　 　 【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 で は 、 弁 作 用 金 属 を タ ン タ ル と し た が 、 本 発 明 の 第 １
の 実 施 の 形 態 と 同 様 ア ル ミ ニ ウ ム で あ っ て も 良 い 。
　 　 【 ０ ０ ９ ２ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ６ ）
　 図 ９ （ ａ ） ～ （ ｅ ） は 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 質 コ ン デ ン サ の 製 造
方 法 の 要 部 を 説 明 す る 図 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 ９ （ ａ ） ～ （ ｅ ） に お い て 、 １ ３ は 混 合 溶 液 で あ り 、 そ の 他 図 １ と 同 一 の も の に つ い
て は 同 一 の 符 号 を 示 し て あ る 。
　 　 【 ０ ０ ９ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 は 、 誘 電 体 酸 化 皮 膜
層 を 形 成 す る ま で は 、 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ る 。 次 に 図 ９ （ ｂ
） に 示 す よ う に ３ ５ ℃ に 保 持 し て モ ノ マ ー 溶 液 と 酸 化 剤 溶 液 の 混 合 溶 液 １ ３ に 誘 電 体 酸 化
皮 膜 層 を 形 成 し た 陽 極 体 １ を １ ０ 分 間 浸 漬 し て 化 学 酸 化 重 合 さ せ る 。 そ の 後 ８ ０ ℃ の 純 水
で 洗 浄 し 、 １ ０ ５ ℃ で ５ 分 間 乾 燥 す る 。 以 上 の 操 作 を ２ 回 繰 り 返 し 、 プ レ 重 合 膜 層 を 形 成
す る 。 次 に 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ 、 第 １ お よ び 第 ２ の 導 電 性 高
分 子 層 を 形 成 す る 。
　 　 【 ０ ０ ９ ５ 】
　 上 記 の よ う に し て 得 ら れ た 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 の コ ー ナ
ー 部 は 化 学 酸 化 重 合 の プ レ 重 合 膜 層 １ ４ お よ び 化 学 酸 化 重 合 の 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 ６ お
よ び 導 電 性 高 分 子 粉 末 か ら な る 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 ７ に よ り 被 覆 さ れ 、 厚 み は ２ １ μ ｍ
で あ っ た 。
　 　 【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形
態 と 同 様 な 方 法 で 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 得 、 シ ョ ー ト の 発 生 率 の 測 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果
、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 で 得 ら れ た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ は 、 シ ョ ー ト 発 生 率 が ３ ％ で
あ っ た 。
　 　 【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 の 製 造 方 法 は 、 プ レ 重 合 膜 層 １ ４ を ま ず 陽 極 体 １
の 表 面 近 傍 に ポ ー ラ ス に か つ 凸 凹 状 に 形 成 し 、 導 電 性 高 分 子 層 の 被 覆 性 を 向 上 さ せ 、 第 ２
の 導 電 性 高 分 子 層 ７ を 素 子 表 面 に 形 成 し や す く し て い る 。 こ れ に よ り 、 そ の 後 第 １ お よ び
第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 ６ ， ７ を 形 成 し た と き 陽 極 体 １ の コ ー ナ ー 部 を 本 発 明 の 第 １ の 実 施
の 形 態 よ り 厚 く 被 覆 で き る た め 、 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成 不 足 に よ る 陽 極 体 １ の 露 出 が な く
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な り 、 ス ト レ ス に 対 し て も 誘 電 体 酸 化 皮 膜 の 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 で き る の で よ り 効 果 的 に シ
ョ ー ト 発 生 率 を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ ９ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 の 混 合 溶 液 １ ３ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 と 同 様
の 液 組 成 で あ る 。 ま た 、 モ ノ マ ー は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 ピ ロ ー ル に 限 ら れ
る も の で は な く 、 酸 化 剤 も 硫 酸 第 二 鉄 に 限 ら れ る も の で は な い 。
　 　 【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 の 被 覆 塗 料 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 組
成 比 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 導 電 性 高 分 子 粉 末 は ポ リ ピ ロ ー ル に
限 ら れ る も の で は な く 、 粒 径 も ０ ． ０ １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 未 満 で あ れ ば 良 く 、 導 電 性 高 分
子 粉 末 の 組 成 比 も ５ ｗ ｔ ％ 以 上 で 良 く 、 粘 度 も １ ０ ｃ ｐ ｓ 以 上 で あ れ ば 良 い 。
　 　 【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 の 被 覆 塗 料 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 塗
布 方 法 で あ る 。 ま た 、 浸 漬 に よ り 塗 布 し た が こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 デ ィ ス ペ ン サ
ま た は 噴 霧 に よ り 塗 布 し て も 良 い 。
　 　 【 ０ １ ０ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 で は 、 反 応 速 度 を 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 反
応 速 度 よ り も 速 く す る た め に 、 プ レ 重 合 膜 層 を 形 成 す る 混 合 溶 液 １ ３ の 温 度 を 第 １ の 導 電
性 高 分 子 層 を 形 成 す る 酸 化 剤 溶 液 ４ の 温 度 よ り も 上 昇 し た が 、 モ ノ マ ー 溶 液 ３ の モ ノ マ ー
濃 度 、 も し く は 酸 化 剤 溶 液 ４ の 酸 化 剤 濃 度 を 上 昇 し て も 良 い 。 ま た 、 モ ノ マ ー 溶 液 ３ の モ
ノ マ ー 濃 度 お よ び 酸 化 剤 溶 液 ４ の 酸 化 剤 濃 度 を 上 昇 し て も 良 い 。
　 　 【 ０ １ ０ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 で は 、 プ レ 重 合 膜 層 の 形 成 に は 混 合 溶 液 １ ３ を ３ ５ ℃
に な る よ う に し 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成 に は モ ノ マ ー 溶 液 ３ を ５ ℃ 、 酸 化 剤 溶 液 ４
を ２ ５ ℃ に な る よ う に し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。
　 　 【 ０ １ ０ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る に
当 た り 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 方 法 を 採 用 し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で な く
、 本 発 明 の 第 ２ か ら 第 ４ の 実 施 の 形 態 の い ず れ か を 採 用 し て も 良 い 。
　 　 【 ０ １ ０ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 で は 、 モ ノ マ ー 溶 液 に 浸 漬 し た 後 酸 化 剤 溶 液 に 浸 漬 し
た 場 合 に つ い て 述 べ た が 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 酸 化 剤 溶 液 に 浸 漬 し た 後 モ ノ
マ ー 溶 液 に 浸 漬 し た 場 合 で あ っ て も 同 様 の 作 用 と 効 果 を 有 す る こ と は い う ま で も な い 。
　 　 【 ０ １ ０ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 で は 、 弁 作 用 金 属 を タ ン タ ル と し た が 、 本 発 明 の 第 １
の 実 施 の 形 態 と 同 様 ア ル ミ ニ ウ ム で あ っ て も 良 い 。
　 　 【 ０ １ ０ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ７ ）
　 図 １ ０ （ ａ ） ～ （ ｆ ） は 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 質 コ ン デ ン サ の 製
造 方 法 の 要 部 を 説 明 す る 図 で あ る 。
　 　 【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 １ ０ （ ａ ） ～ （ ｆ ） に お い て 、 １ ３ は 混 合 溶 液 で あ り 、 そ の 他 図 １ と 同 一 の も の に つ
い て は 同 一 の 符 号 を 示 し て あ る 。
　 　 【 ０ １ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 は 、 誘 電 体 酸 化 皮 膜
層 を 形 成 す る ま で は 、 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ る 。 次 に 図 １ ０ （
ｂ ） に 示 す よ う に １ ０ ℃ に 保 持 し て モ ノ マ ー 溶 液 と 酸 化 剤 溶 液 の 混 合 溶 液 １ ３ に 誘 電 体 酸
化 皮 膜 層 を 形 成 し た 陽 極 体 １ を 浸 漬 し 、 ５ 分 後 に 引 き 上 げ る 。 そ の 後 図 １ ０ （ ｃ ） に 示 す
よ う に ４ ０ ℃ の 雰 囲 気 中 に １ ０ 分 間 保 持 し 、 化 学 酸 化 重 合 さ せ る 。 そ の 後 ８ ０ ℃ の 純 水 で
洗 浄 し 、 １ ０ ５ ℃ で ５ 分 間 乾 燥 す る 。 以 上 の 操 作 を ２ 回 繰 り 返 し 、 プ レ 重 合 膜 層 を 形 成 す
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る 。 次 に 上 記 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 製 さ れ 、 第 １ お よ び 第 ２ の 導 電 性 高 分
子 層 を 形 成 す る 。
　 　 【 ０ １ ０ ９ 】
　 上 記 の よ う に し て 得 ら れ た 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 の コ ー ナ
ー 部 は 化 学 酸 化 重 合 の プ レ 重 合 膜 層 １ ４ お よ び 化 学 酸 化 重 合 の 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 ６ お
よ び 導 電 性 高 分 子 粉 末 か ら な る 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 ７ に よ り 被 覆 さ れ 、 厚 み は ２ ２ μ ｍ
で あ っ た 。
　 　 【 ０ １ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形
態 と 同 様 な 方 法 で 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 得 、 シ ョ ー ト の 発 生 率 の 測 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果
、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 で 得 ら れ た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ は 、 シ ョ ー ト 発 生 率 が ２ ％ で
あ っ た 。
　 　 【 ０ １ １ １ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 の 製 造 方 法 は 、 プ レ 重 合 膜 層 １ ４ を ま ず 陽 極 体 の
表 面 近 傍 に ポ ー ラ ス に か つ 凸 凹 状 に 形 成 し 、 導 電 性 高 分 子 層 の 被 覆 性 を 向 上 さ せ 、 第 ２ の
導 電 性 高 分 子 層 ７ を 素 子 表 面 に 形 成 し や す く し て い る 。 こ れ に よ り 、 そ の 後 第 １ お よ び 第
２ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 し た と き 陽 極 体 １ の コ ー ナ ー 部 を 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 よ
り 厚 く 被 覆 で き る た め 、 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成 不 足 に よ る 陽 極 体 １ の 露 出 が な く な り 、 ス
ト レ ス に 対 し て も 誘 電 体 酸 化 皮 膜 の 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 で き る の で よ り 効 果 的 に シ ョ ー ト 発
生 率 を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 　 【 ０ １ １ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 の モ ノ マ ー 溶 液 お よ び 酸 化 剤 溶 液 は 、 本 発 明 の 第 １ の
実 施 の 形 態 と 同 様 の 液 組 成 で あ る 。 ま た 、 モ ノ マ ー は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 同 様 ピ
ロ ー ル に 限 ら れ る も の で は な く 、 酸 化 剤 も 硫 酸 第 二 鉄 に 限 ら れ る も の で は な い 。
　 　 【 ０ １ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 の 被 覆 塗 料 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 組
成 比 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 導 電 性 高 分 子 粉 末 は ポ リ ピ ロ ー ル に
限 ら れ る も の で は な く 、 粒 径 も ０ ． ０ １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 未 満 で あ れ ば 良 く 、 導 電 性 高 分
子 粉 末 の 組 成 比 も ５ ｗ ｔ ％ 以 上 で 良 く 、 粘 度 も １ ０ ｃ ｐ ｓ 以 上 で あ れ ば 良 い 。
　 　 【 ０ １ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 の 被 覆 塗 料 は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 塗
布 方 法 で あ る 。 ま た 、 浸 漬 に よ り 塗 布 し た が こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 デ ィ ス ペ ン サ
ま た は 噴 霧 に よ り 塗 布 し て も 良 い 。
　 　 【 ０ １ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 で は 、 反 応 速 度 を 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る 反
応 速 度 よ り も 速 く す る た め に 、 プ レ 重 合 膜 層 を 形 成 す る 混 合 溶 液 １ ３ の 温 度 を 第 １ の 導 電
性 高 分 子 層 を 形 成 す る 酸 化 剤 溶 液 ４ の 温 度 よ り も 上 昇 し た が 、 モ ノ マ ー 溶 液 ３ の モ ノ マ ー
濃 度 、 も し く は 酸 化 剤 溶 液 ４ の 酸 化 剤 濃 度 を 上 昇 し て も 良 い 。 ま た 、 モ ノ マ ー 溶 液 ３ の モ
ノ マ ー 濃 度 お よ び 酸 化 剤 溶 液 ４ の 酸 化 剤 濃 度 を 上 昇 し て も 良 い 。
　 　 【 ０ １ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 で は 、 プ レ 重 合 膜 層 の 形 成 に は 混 合 溶 液 １ ３ を １ ０ ℃
、 雰 囲 気 温 度 を ４ ０ ℃ に な る よ う に し 、 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層 の 形 成 に は モ ノ マ ー 溶 液 ３
を ５ ℃ 、 酸 化 剤 溶 液 ４ を ２ ５ ℃ に な る よ う に し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。
　 　 【 ０ １ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 で は 、 プ レ 重 合 膜 層 を 形 成 す る の に モ ノ マ ー 溶 液 と 酸
化 剤 溶 液 か ら な る 混 合 溶 液 １ ３ を 用 い た が 、 好 ま し く は 、 混 合 溶 液 １ ３ に 粒 径 ０ ． ０ １ μ
ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 以 下 の 導 電 性 高 分 子 粉 末 を ５ ｗ ｔ ％ 以 上 添 加 し た 混 合 溶 液 が 良 い 。
　 　 【 ０ １ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層 を 形 成 す る に
当 た り 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 方 法 を 採 用 し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で な く
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、 本 発 明 の 第 ２ か ら 第 ４ の 実 施 の 形 態 の い ず れ か を 採 用 し て も 良 い 。
　 　 【 ０ １ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 で は 、 モ ノ マ ー 溶 液 に 浸 漬 し た 後 酸 化 剤 溶 液 に 浸 漬 し
た 場 合 に つ い て 述 べ た が 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 酸 化 剤 溶 液 に 浸 漬 し た 後 モ ノ
マ ー 溶 液 に 浸 漬 し た 場 合 で あ っ て も 同 様 の 作 用 と 効 果 を 有 す る こ と は い う ま で も な い 。
　 　 【 ０ １ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ７ 実 施 の 形 態 で は 、 弁 作 用 金 属 を タ ン タ ル と し た が 、 本 発 明 の 第 １ の
実 施 の 形 態 と 同 様 ア ル ミ ニ ウ ム で あ っ て も 良 い 。
　 　 【 ０ １ ２ １ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 は 構 成 さ れ る た め 、 陽 極 体 の コ ー ナ ー 部 を 導 電 性 高 分 子 層 で 十 分 に
被 覆 で き て シ ョ ー ト を 防 ぐ と と も に 誘 電 体 酸 化 皮 膜 が 熱 ス ト レ ス を 受 け に く く な り 、 欠 陥
を 発 生 す る こ と な く 、 品 質 の 優 れ た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ が 提 供 で き る こ と に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 【 図 １ 】
　 （ ａ ） ～ （ ｄ ） 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 の 要
部 を 説 明 す る 図
　 【 図 ２ 】
　 （ ａ ） ， （ ｂ ） 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の コ ン デ ン サ 素 子 の 正 面 図 と 断 面 図
　 【 図 ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 断 面 図
　 【 図 ４ 】
　 （ ａ ） ～ （ ｆ ） 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 の 要
部 を 説 明 す る 図
　 【 図 ５ 】
　 （ ａ ） ～ （ ｃ ） 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 の 要
部 を 説 明 す る 図
　 【 図 ６ 】
　 （ ａ ） ～ （ ｄ ） 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 の 要
部 を 説 明 す る 図
　 【 図 ７ 】
　 （ ａ ） ～ （ ｆ ） 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 の 要
部 を 説 明 す る 図
　 【 図 ８ 】
　 （ ａ ） ， （ ｂ ） 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の コ ン デ ン サ 素 子 の 正 面 図 と 断 面 図
　 【 図 ９ 】
　 （ ａ ） ～ （ ｅ ） 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 の 要
部 を 説 明 す る 図
　 【 図 １ ０ 】
　 （ ａ ） ～ （ ｆ ） 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 の 要
部 を 説 明 す る 図
　 【 図 １ １ 】
　 （ ａ ） ， （ ｂ ） 従 来 に お け る コ ン デ ン サ 素 子 の 正 面 図 と 断 面 図
　 【 図 １ ２ 】
　 従 来 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 断 面 図
　 【 符 号 の 説 明 】
　 １ 　 陽 極 体
　 ２ 　 陽 極 導 出 線
　 ３ 　 モ ノ マ ー 溶 液
　 ４ 　 酸 化 剤 溶 液
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　 ５ 　 被 覆 塗 料
　 ６ 　 第 １ の 導 電 性 高 分 子 層
　 ７ 　 第 ２ の 導 電 性 高 分 子 層
　 ８ 　 カ ー ボ ン 層
　 ９ 　 銀 塗 料 層
　 １ ０ ， １ １ 　 引 出 し 端 子
　 １ ２ 　 樹 脂
　 １ ３ 　 混 合 溶 液
　 １ ４ 　 プ レ 重 合 膜 層
　 １ ５ 　 コ ー ナ ー 部
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